
　介護保険法の改正に伴い、平成29年4月からサービス内容を市が独自に決めて提供する、新しい総合事業（介
護予防・日常生活支援総合事業）に移行します。
　要支援1・2の方は、改正前の介護保険制度では全国一律のサービスで、介護予防サービスの「訪問介護（ヘル
パー）」と「通所介護（デイサービス）」を利用していましたが、平成29年4月以降は下表のとおり、新しい総合事
業によるサービスに移行していきます。
　ついては、平成29年4月以降に更新となる方、要支援1・2の認定がなされている方でサービスを利用してい
る方は、更新時に詳しいご案内をしますので、担当のケアマネジャーにご相談ください。
　市では、すでに要支援認定を受け、介護予防サービスを利用している方々が今と変わりなく生活できるよう
な体制を保持していくことを第一に考え、介護予防・生活支援の充実を図るため、新しい総合事業に移行し、
サービスを提供していきます。

介護予防サービスの見直し

※地域包括支援センターをご利用ください!!
　地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが住み慣れた地域で安心して暮らしていくために必要な援助・
支援を行う、地域の総合相談窓口です。介護や介護予防、総合事業に関することはもちろん、生活する中での
悩みや困りごとがありましたら、お気軽にご相談ください！
※65歳以上のすべての方が利用できる一般介護予防事業もご利用ください!!
　一般介護予防事業は、地域の人と人とのつながりを通じて高齢者のみなさんが要介護状態にならないよう取
り組みを行い、いきいきと自分らしく、生きがいや役割を持って生活できる地域を目指す事業です。様々な事
業を行なっていますので、積極的にご参加ください！
■問い合わせ　介護保険課 介護支援担当　☎23-4313
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訪問介護（予防）と通所介護（予防）は
新しい総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）に移行！

現行（平成 29年 3月 31日まで） 見直し後（平成 29年 4月 1日から）
※介護保険認定の更新の時に併せて順次移行

新しい総合始業によるサービス現行の介護予防サービス
（全国一律の予防給付によるサービス）

対象者：要支援 1・要支援 2の方
対象者：要支援 1・要支援 2の方や
　　　　基本チェックリストで該当した方
・訪問型サービス
・通所型サービス
・生活支援サービス（配食等）

・訪問介護（ヘルパー）
・通所介護（デイサービス）

・訪問看護
・通所リハビリテーション（デイケア）
・福祉用具貸与　・販売
・住宅改修　　　　　　　　　　など

現行の介護予防サービス
（全国一律の予防給付によるサービス）
対象者：要支援 1・要支援 2の方

現　行　ど　お　り
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介護予防サービスの見直し


